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１．はじめに 

  近年日本全域でニホンジカ（Cervus nippon）の個体数増加に伴い分布の拡大が問題となってい

る（環境省 自然環境研究センター2010）。ニホンジカの個体数増加は森林植生への影響（梶ほか 

2006）だけでなく、湿原植生や泥炭地の攪乱を引き起こし（Takatsuki2003）、主な影響としては、植

生への食害、掘り返しや踏圧による土壌の攪乱、糞尿による富栄養化があげられる（辻野ほか

2007）。 

日光戦場ヶ原においてニホンジカの採食により林縁低木群落が崩壊し、湿原と森林との境界の植

生への改変（福島ほか 2007）、栃木県山中峠湿原でニホンジカによる食害や掘り返しによるミズバ

ショウ群落の減少などが報告されている（安藤ほか 2014）。 

北海道では、釧路湿原においてエゾシカ（Cervus nippon yesoensis 以下、シカ）のヌタ場を形成す

ることによりヨシ‐ヤラメスゲ群落が退行しヤナギタデ群落が出現した（富士田ほか 2012）ほか、高層

湿原においてシカが湿原内を移動することで踏圧により獣道が形成され、植生高や植被率の低下に

よる裸地化が懸念されている（松村ほか 2015）。 

調査対象地である別寒辺牛湿原は北海道東部に位置する面積約 8,300haの湿原である。湿原

周辺にはシカが生息しており、近隣地域の霧多布湿原では 100頭を超えるシカの生息が確認され

ている（佐藤・吉田 2017）。また、シカによる食害も確認しており（佐藤未発表）、別寒辺牛湿原にお

いても植生への影響が考えられる。本研究では、1999年に実施された植生調査を参考に植生の生

育状況やシカによる採食や踏圧の有無を把握するため調査を実施した。 

 

2．手法 

 1999年に実施された佐藤らの調査をもとに調査ラインを設定し 9月に植生調査を実施した。設定

したライン上に 2ｍ×2ｍのコドラートを 20個、10m×10ｍのコドラートを 4個設置した（図１）。コドラ

ート内に出現した植物種についてはブラウン・ブランケの全推定法を用いて優占度、植被率、植生高

を記録した。さらにシカによる食痕や踏圧の有無を記録した。 

  



 

 

 

 

 

 

  

 

図１，調査コドラードの位置 

地図中の は設置したコドラートを示す。 



3．結果 

 植生調査を実施した結果、維管束植物種 60種を記録した（巻末資料）。そのうち環境省レッドデ

ータブックに記載のあった種はヒメツルコケモモ（accinium microcarpum）、ヤチツツジ

（Chamaedaphne calyculata）、アカンカサスゲ（Carex sordida）、ヒメカイウ（学名）、ヌメゼリ（Calla 

palustris）の 5種である。確認した植物種のうち 15種にシカによる採食を確認し、ヨシ（Phragmites 

communis）が最も採食されていた。また、ヤチツツジとヒメカイウ、設置した 24個のコドラードのうち

14個にシカの採食を、5個にシカ道（図２）を確認した。さらにコドラード外ではあるがシカによるヌタ場

の形成（図３）や掘り返しも確認した。 

   

図２，調査コドラート内のシカ道 

図３，調査コドラート外に形成されたヌタ場 



４．考察と今後の展望 

  先行研究では高層湿原は一次生産力が高いが草食動物がエサ資源とする植物が少ないとされ

ている（Mason&Standen1983）。しかし、本研究の調査結果では半数以上のコドラート内でシカによる

食痕を確認した。釧路湿原の高層湿原においては、シカによる食婚は少なくシカの踏圧によって形成

されるシカ道の増加が著しく、採食圧よりも踏圧による影響の方が高層湿原に与える影響は大きいの

ではないかと示唆されている（松村・富士田 2015）。 シカの高密度化が植生に与える影響として

は、出現種の減少（助野・宮木 2007）や不嗜好性植物の優占（常田ほか 2004）など採食圧に関す

る研究が中心となっており、踏圧による植生影響に関する事例は少ない。また、ヒトの踏圧が泥炭地

へ及ぼす影響について研究された事例では、踏圧を受けていない方形区に比べ踏圧を受けた方形

区の出現植物種が 7割に減少し、被度が 4割の種で減少していると報告されている（Gremmen et 

all2003）。過去の植生調査結果との比較をして植生構造の変化の有無を解析するとともに、本研究

で設置したコドラート内においてもシカ道を確認していることから、踏圧による影響が今後出てくる可能

性があるため定量的なモニタリングを実施しシカ道の増減についても把握する必要があると考えられ

る。また、周辺のシカの生息状況が不明であるため、今後は利用頻度の高い地域や個体数調査など

のモニタリングも実施する必要があると考えられる。 

 本研究の調査は台風や地震の影響により 9月の調査のみとなったことや、特にイネ科やカヤツリグ

サ科の植物に花や穂がなく種まで同定することが困難であったサンプルが多かったため改めて詳しく

同定作業を進めるとともに、過去の調査結果との比較のため解析を行っていく。 
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巻末資料：表１，各調査区に出現した植物の被度および群落構成　靑字はシカ道があった調査区を示す。赤字と●はシカの食痕があった種を示す。

カバノキ科 ハンノキ Alnus japonica 5 3 6 3
モクセイ科 アオダモ Fraxinus lanuginosa f. serrata 2

ツルコケモモ Vaccinium oxycoccos 1 1
ヒメツルコケモモ accinium microcarpum + + 1 1 2 1 + + 2 3 VU VU
カラフトイソツツジ Ledum palustre subsp. diversipilosum var. diversipilosum + 1 3 ● 3 ● 2 3 1 2 4 1 1 2 2 3 3
ヤチツツジ Chamaedaphne calyculata + 1 ● 2 ● 1 1 + 1 1 1 1 + 2 3 1 EN
ナガボノワレモコウ Sanguisorba tenuifolia var. tenuifolia + + + + + + + + + 1
ホザキシモツケ Spiraea salicifolia 1 2 3 2

ヤマモモ科 ヤチヤナギ Myrica gale var. tomentosa 3 ● 2 ● 1 ● 1 2 1 1 1 1 2 2 2 1 4 3 3 +
ガンコウラン科 ガンコウラン Empetrum nigrum var. japonicum 2 1 3 3 1 2 4 3 3 0

ヒメシダ Thelypteris　 palustris 1 2 1 2 2 1
ニッコウシダ Thelypteris nipponica + + 2 1 + +
クサソテツ Onoclea struthiopteris +
コウヤワラビ Onoclea sensibilis var. interrupta + + 2 ●

+
イヌスギナ Equisetum palustre 2 + 1 ＋
ミズドクサ Equisetum fluviatile + 1
ワタスゲ Eriophorum vaginatum +
トマリスゲ Carex middendorffii var. middendorffii + 3 2 2 + 2 2
ミカヅキグサ Rhynchospora alba 3 2 2 3 2 2
ムジナスゲ Carex lasiocarpa var. occultans + 5 2 4 ● 2 ● 2 ● 1 1 4
ツルスゲ Carex pseudocuraica 3 0 3
アカンカサスゲ Carex sordida 1 2 R
カブスゲ Carex cespitosa var. cespitosa 2 1 1 3
カヤツリグサ科sp 2 1
カヤツリグサ科sp 3
カヤツリグサ科sp +
カヤツリグサ科sp 2
カヤツリグサ科sp 3
カヤツリグサ科sp 1
カヤツリグサ科sp 3
カヤツリグサ科sp 1
カヤツリグサ科sp 3
イワノガリヤス Calamagrostis purpurea subsp. langsdorfii + + + + + 1 1 1 1 1 1
ヨシ Phragmites communis 2 ● 1 ● + 1 ● + 1 2 ● 2 ● 1 ● 4 ● 1 ● 2 ● 3 2 ●
クマイザサ Sasa senanensis var. senanensis 1 ●
イネ科sp + 3 1

サトイモ科 ヒメカイウ Calla palustris + 2 + 2 ● NT
キキョウ科 サワギキョウ Lobelia sessilifolia Lamb. + + ● + 1 + + ● + ●

ミズオトギリ Triadenum japonicum 1 ● 1 2
サワオトギリ Hypericum pseudopetiolatum +
エゾシロネ Lycopus uniflorus + 1 ●
エゾイヌゴマ Stachys riederi var. riederi 1
イヌゴマ Stachys riederi var. hispidula
シソ科sp 1
アカネムグラ Rubia jesoensis 1 1 +
ホソバノヨツバムグラ Galium trifidum var. brevipedunculatum + +

タデ科 ミゾソバ Persicaria thunbergii var. thunbergii 1 + 2 ● 1 ●
アキノキリンソウ Solidago virgaurea subsp. asiatica var. asiatica 1 + 1
ハンゴンソウ Senecio cannabifolius 1 1

ユキノシタ科 ノリウツギ Hydrangea paniculata 1 ● +
ホロムイソウ科 ホロムイソウ Scheuchzeria palustris 1
ツゲ科 フッキソウ Pachysandra terminalis 2

アキカラマツ Thalictrum minus var. hypoleucum 1 ● ＋
カラフトブシ Aconitum sachalinense subsp. sachalinense 1 5 1 1

サクラソウ科 ヤナギトラノオ Lysimachia thyrsiflora +
ヌマゼリ Sium suave var. nipponicum 1 VU
セリ科sp ＋ ●
セリ科sp 1 ●

調査区

シダ類不明

環境省
RB

北海道
RB

アカネ科

18131113861111 17777 11 9

キンポウゲ科

セリ科

キク科

科・種・学名/種数

トクサ科

カヤツリグサ科

イネ科

シソ科

オトギリソウ科

ツツジ科

バラ科

ヒメシダ科

コウヤワラビ科

715716717

487 10 7 8 9 1288

704 705 706713714721722 901902903904905719720 718 707 708712 701 702 703



ナデシコ科 ナガバツメクサ Stellaria longifolia +
アブラナ科 アブラナ科SP +

A:イソツツジーチャミズゴケ群落
B:イボミズゴケ群落
C:ホロムイソウーミカヅキグサ群落
D：ヤチヤナギームジナスゲ群落
E：ヨシーイワノガリヤス群落
F：ヤラメスゲ群落
G：ハンノキ群落
H：ケヤマハンノキ群落

群落構成 G HE E A A C C A A A A A A G E G F EA A A D D
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